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令和3年度予算　過去最大級の税収減 
一　般　質　問 
「新型コロナウイルス対策　窓口支払いのキャッシュレス化を」 
「町道整備　役場前線・小口線の進捗状況は」 
「新一年生の安全な通学路対策を」　ほか 
新企画　まちかどインタビュー 
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議会だより 議会だより 

～大口町に期待することは？～ 
　まちかどインタビューでは、毎号2人の住民の方から「大口町に期待すること」について一言を書
いていただき、その思い（または理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議
会活動の参考にいたします。 

　子どもの欠席連絡にアプリを使うことで、保
護者から先生への連絡がスムーズになり、先生
の負担軽減にも繋がると思います。 

（ Sさん　余野地区 ） 

　子どもたちがグランドで野球などをして遊べ
るスペースが大屋敷地区にないので、のびのび
遊べる場所がほしいです。 

（ Iさん　大屋敷地区 ） 

表紙の写真 

春の嵐の翌日、気温も
夏日に迫る中、多くの方
が満開の桜並木の散策
を楽しむ姿が見られま
した（総合グラウンド北
側） 

会議録が閲覧できます 
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

6月定例会予定 
2日（水） 提案説明 
4日（金） 一般質問 
7日（月） 一般質問 
9日（水） 質疑 
10日（木） 質疑・委員会付託 
15日（火） 総務建設常任委員会 
16日（水） 文教福祉常任委員会 
23日（水） 討論・採決 
※日程は、変更になる場合があります。 
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大口町議会 
ホームページ 
大口町議会 
ホームページ 

　新型コロナウイルス感染症対策のため傍聴をご遠慮いただく可能
性があります。その際は、Youtubeの大口町議会公式チャンネルに
て生中継を行います（※町ホームページ⇒町議会⇒お知らせ）。 
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。 

6月定例会の傍聴について ※委員会を除く 

月
定
例
会
 N
o.2
2
8

令
和
3
年
4
月
2
3
日
 

ま ち か ど イ ン タ ビ ュ ー 

おおぐち議会だより　No.228
令和3年4月23日発行 16



令和3年度予算 過去最大級の税収減 
～事業の選択と集中でニューノーマルに対応～ 

　
3
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
総
額
96
億
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、
前
年
度
よ
り

1
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円
増
加
し
ま
し
た
が
、
消
費
税
増
税
、
法
人
町
民
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の
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の
影
響
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に
よ
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、
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も
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え
る
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が
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る
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す
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こ
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過去3年間の町税の推移（予算額） 

3月定例会を3月2日から23日までの22日間の会期で開催しました。 
○町提出（32議案）　3年度一般会計予算など 
　採決の結果 【全会一致で可決】2年度一般会計補正予算（第9号）ほか25議案 
 【賛成多数で可決】3年度一般会計予算ほか5議案 
 ※賛否の分かれた議案の詳細については、6ぺージをご覧ください。 
○委員会提出議案（3議案） 
　採決の結果 【全会一致で可決】大口町議会基本条例の一部改正についてほか2議案 
○請願（1件） 
　審議の結果 【不採択】 
 請 願 者　稲垣　学 
 紹介議員　吉田　正 

繰り返される隠ぺい、改ざん、捏造。そして、ハラスメント　多額の税金を投入し雇った弁護士
による嘘で塗り固められた虚偽の記録　役場内で蔓延する悪しき慣例や前例踏襲からの脱却、
正常化するため大口町教育委員会・学校教育課に対し地方自治法第100条　百条調査権
による調査を求める請願書 

3月定例会で決まった主な内容など 

町提出の2年度一般会計補正予算（第8号）の1議案を審議し、全会一致で可決しました。 
○主な内容 
　歳入　ふるさと寄付金追加　　1208万円 
　歳出　ふるさと納税事業追加　1167万円・新型コロナウイルスワクチン接種事業（新規） 700万円 

町提出の3議案、及び議員提出の1議案を審議し、いずれも全会一致で可決しました。 
○町提出　　大口町税条例の一部改正について・大口町都市計画税条例の一部改正について 
　　　　　　柿野橋架替工事（上部工）請負契約の変更について 
○議員提出　不登校児童生徒に対する支援の強化を求める要望書 

臨時会で決まった主な内容など 

請願・陳情の審査結果等はこちらから 
https://www.town.oguchi.lg.jp/2744.htm 

町ホームページ　⇒　町議会　⇒　請願、陳情一覧 
 

　西小学校の学校施設は竣工から40年以上経過し、老朽化が著しくなっています。2年度は施
設の長寿命化基本設計を行っており、3年度は実施設計を行います。 

西小学校長寿命化改修工事実施設計 

事業費　6534万円 

　屋内運動場（旧北小体育館）の老朽化が著しく、
災害初期段階の緊急的な避難所であることを考え
ると早急な整備が必要であるため、”地域住民主
体の防災まちづくり拠点”として改修を行います。 

（仮称）大口北防災拠点施設整備工事 

事業費 2億3346万円 
うち国・県補助金 9533万円 
地方債 1億円 

　3年度と4年度の2カ年で、園路のほか、ラグビーポー
ル、健康遊具の設置等、多世代の方に利用していただ
けるように整備します。また、広場中心部は空地とし
て災害時に活用することも想定しています。3年度は
トイレ、あずまや、健康遊具等を整備する計画です。 

役場南ひろば整備工事 

事業費 9000万円 
うち国・県補助金 2400万円 

新型コロナウイルス等の感染症対策にも配慮した整
備がされるとのこと 

災害時の活用も想定した整備がされます 

3月臨時会（3月31日開催） 

1月臨時会（1月19日開催） 

2年度の約半分、 

3億円減収！ 
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5660万円 

5964万円 

6220万円 

町たばこ税 
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は
応
分
の
負
担
を
協
力
し
て

頂
き
た
い
と
考
え
、
多
段
階

化
し
た
。
基
準
額
の
大
幅
な

上
昇
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
 

地
域
自
治
組
織
等
、
町

か
ら
補
助
金
を
も
ら
っ
て
い

る
団
体
か
ら
選
ば
れ
た
委
員

で
は
町
長
か
ら
の
諮
問
を
覆

す
こ
と
は
困
難
。
委
員
の
う

ち
、
住
民
の
3
人
は
公
募
で

選
ぶ
べ
き
。
 

 

公
募
で
は
選
定
の
過
程
、

基
準
を
明
確
に
示
す
こ
と
が

難
し
い
。
地
域
自
治
組
織
か

ら
の
推
薦
は
役
員
だ
け
で
は

な
く
地
域
の
中
で
適
任
の
方

を
と
考
え
て
い
る
。
 

議案質疑、総務建設及び文

教福祉の各常任委員会での

主な質疑を掲載します。 

減
収
補
て
ん
特
例
交
付

金
は
住
民
税
の
住
宅
取
得
控

除
等
で
減
収
に
な
る
分
が
補

て
ん
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
減

収
に
見
合
う
措
置
が
さ
れ
て

い
る
の
か
。
 

 

毎
年
国
か
ら
控
除
見
込

額
の
照
会
等
が
あ
り
、
そ
れ

ら
を
基
礎
と
し
た
措
置
が
さ

れ
て
い
る
と
思
う
。
 

高
齢
者
安
全
運
転
支
援

装
置
設
置
促
進
補
助
金
の
算

出
根
拠
は
。
 

 

セ
ン
サ
ー
付
き
の
装
置

は
上
限
3
万
2
千
円
で
17
件

分
、
セ
ン
サ
ー
な
し
の
装
置

は
上
限
1
万
6
千
円
で
6
件

分
を
見
込
ん
で
い
る
。
 

町
制
60
周
年
記
念
に
向

け
て
、
現
段
階
で
考
え
て
い

る
こ
と
は
あ
る
か
。
 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も

あ
り
、
ど
う
い
う
形
が
い
い

の
か
全
く
見
え
な
い
状
況
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
は
ス

ム
ー
ズ
な
体
制
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
考

え
て
い
る
対
策
は
。
 

 接
種
す
る
人
が
滞
留
し

な
い
よ
う
に
予
約
時
間
ご
と

に
待
合
場
所
を
ま
と
め
る
方

法
の
検
討
や
、
先
行
し
て
模

擬
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
団

体
か
ら
情
報
を
得
て
本
町
の

訓
練
に
役
立
て
る
よ
う
協
議

す
る
。
ま
た
、
接
種
に
あ
た

り
お
願
い
し
た
い
事
項
も
周

知
す
る
予
定
。
 

本
町
の
罹
患
者
の
ほ
と

ん
ど
は
軽
症
や
症
状
な
し
で

自
宅
療
養
し
て
い
る
と
思
う

が
、
支
援
は
十
分
か
。
ま
た
、

本
人
や
家
族
へ
の
中
傷
を
防

ぐ
啓
発
活
動
は
行
っ
て
い
る

の
か
。
 

 保
健
所
が
希
望
者
に
一

日
三
食
分
を
配
達
し
て
い
る
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
も
買
い

物
代
行
等
の
生
活
支
援
を
実

施
。
 

　
本
町
で
誹
謗
中
傷
の
話
は

聞
い
て
い
な
い
が
、
正
し
い

知
識
や
情
報
が
足
り
な
い
こ

と
も
要
因
と
し
て
あ
る
の
で
、

人
権
侵
害
が
起
き
な
い
よ
う

に
正
し
い
知
識
・
情
報
の
発

信
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
 

通
学
路
の
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
の
再
塗
装
場
所
は
ど
こ

か
。
  南

小
通
学
路
の
八
剱
社

南
側
道
路
と
大
中
通
学
路
の

役
場
北
側
道
路
を
予
定
。
 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
リ
ゾ
ー

ト
交
付
金
の
対
象
に
下
呂
温

泉
は
入
っ
て
い
る
の
か
。
 

 入
っ
て
い
な
い
。
 

野
外
活
動
施
設
管
理
事

業
で
白
山
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

の
修
繕
を
行
う
と
の
こ
と
。

現
在
、
使
用
不
可
に
な
っ
て

い
る
遊
具
等
の
修
繕
は
行
う

の
か
。
 

 突
発
的
な
修
繕
に
対
応

す
る
も
の
。
使
用
不
可
の
も

の
は
木
自
体
が
腐
食
し
て
い

る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は

撤
去
す
る
。
 

中央公民館集会室に設けられたワク
チン接種会場。模擬訓練等を通じて
スムーズなワクチン接種ができるよ
うに対策が取られます 

再塗装されるグリーンベルト（破線内側） 

木が腐食して使用できなくなった遊具 

り
 

おおぐち議会だより　No.228
令和3年4月23日発行 

おおぐち議会だより　No.228
令和3年4月23日発行 

条
例
の
制
定
・
改
正
 

補
正
予
算
 

〈
歳
　
　
入
〉 

〈
歳
　
　
出
〉 

子
ど
も
医
療
費
支
給
条
例
一
部
改
正
 

　
高
校
生
等
の
入
院
に
係
る
医
療
費
自
己
負
担
分
を
対
象
に

加
え
る
こ
と
に
よ
る
も
の
。 

介
護
保
険
条
例
一
部
改
正
 

　
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
の
実
施
等
に
よ
る
も
の
。 

下
水
道
事
業
経
営
審
議
会
設
置
条
例
 

　
下
水
道
事
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
審
議

会
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
。 

3
年
度
一
般
会
計
予
算
 

2
年
度
一
般
会
計
補
正
（
10
号
）
 

【
　
総
　
務
　
費
　
】
 

【
　
民
　
生
　
費
　
】 

【
　
衛
　
生
　
費
　
】 

【
土
木
費
】 

【
教
育
費
】 
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問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 
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答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 
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自
動
水
栓
取
替
工
事
は
、

効
果
を
見
て
今
後
家
庭
へ
も

補
助
を
検
討
す
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と
の
こ
と

だ
が
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ど
の
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効
果
を

見
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の
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。
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共
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域
の
方

の
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い
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り
し
て
総

合
的
に
判
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し
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。
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齢
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福
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の
配
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サ
ー
ビ
ス
の
内
容
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。
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。
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75
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齢
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世
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、
ま
た
は
要
介
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受
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。
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。
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。
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介
護
1
か
ら

5
の
認
定
を
受
け
た
方
が
対

象
で
、
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り

運
賃
分
を
助
成
す
る
事
業
。
 

脳
ド
ッ
ク
を
受
け
や
す

い
よ
う
な
体
制
を
残
し
て
ほ

し
い
が
。
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追
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検
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。
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。
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概
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る
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を
し
た
。
 

で
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だ
け
抑
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い

と
い
う
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は
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か
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の
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に
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等
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を
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ら
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て
い

る
団
体
か
ら
選
ば
れ
た
委
員

で
は
町
長
か
ら
の
諮
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を
覆

す
こ
と
は
困
難
。
委
員
の
う

ち
、
住
民
の
3
人
は
公
募
で

選
ぶ
べ
き
。
 

 

公
募
で
は
選
定
の
過
程
、
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を
明
確
に
示
す
こ
と
が
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し
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。
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自
治
組
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の
推
薦
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だ
け
で
は
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く
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の
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の
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と
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は
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は
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、
現
段
階
で
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は
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か
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。
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会
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会
も
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代
行
等
の
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活
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を
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の
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が
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い

知
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や
情
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も
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と
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で
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な
い
よ
う

に
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・
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の
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に
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で
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き
た
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通
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路
の
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の
再
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装
場
所
は
ど
こ

か
。
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中
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の
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場
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側
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に
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の
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理
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業
で
白
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れ
あ
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パ
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ク

の
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を
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と
の
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と
。
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在
、
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不
可
に
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て
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る
遊
具
等
の
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は
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う

の
か
。
 

 突
発
的
な
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に
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応
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る
も
の
。
使
用
不
可
の
も

の
は
木
自
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が
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て
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も
の
が
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、
そ
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去
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定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 

7議員が質問 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどう

なったかを調査しました。 

町政を問う 町政を問う 一
般
質
問 

ここが聞きた
い
!町政を問う 町政を問う 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

昨今、自治体でも小型二次電池
を回収する動きが広まりつつある。
本町でも回収できないか。 
 
準備が整い次第、資源リサイク
ルセンターで回収を始め、状況
を見ながら地区回収も検討。 

岡
　
孝
夫
 

令
和
2
年
3
月
議
会
 

小型二次電池の回収を 

問 

答 

ブレーキとアクセルの踏み間違い防止
のため、後付け安全運転支援装置の
設置に対して補助できないか。 
 
今年の1月に県から補助制度を設ける
という連絡があった。令和3年3月まで
の期間限定ということもあるが、国や
県と歩調を合わせ前向きに検討したい。 

丹
羽
　
勉
 

高齢ドライバーの事故防止 

問 

答 

2年8月から資源リサイクルセンターで、小型
充電式電池（ニカド電池、リチウムイオン電池、
ニッケル水素電池）の回収を始めた。 

質問者の満足度 処分に困っていた方たちも安
心して処分できるので、早速の
対応に感謝。地区別回収に際
しては安全面に十分ご留意を。 

検討の結果、2年度の単年度事業として補助を
始めた。国・県が補助事業の延長を決定したので、
3年度も補助制度を実施することにした。 

質問者の満足度 62件の利用があり、高
齢者の事故防止に寄与。
1年延長で、安心・安全
に貢献することを期待。 

こ
う
な
っ
た
 

一
　
般 

質
　
問 

江口昌史 

酒井正宗 

丹羽　孝 

吉田　正 

江幡満世志 

佐名かよ子 

丹羽　勉 

新型コロナウイルス対策　窓口支払いのキャッシュレス化を 

町道整備　役場前線・小口線の進捗状況は 
五条川堤の桜の管理方法は 

物件費・補助費の見直しの方針は 
新一年生の安全な通学路対策を 

尾張北部環境組合用地問題　なぜ同意だけで入札を進めたのか 

学校給食費を無償に 
ユニットバス工事の助成を 

投票率向上に向けた新たな取組を 
食品ロス削減・生活困窮者支援　フードドライブの回数増を 

人材育成基本方針　人を育てる職場環境づくりは 
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YouTube 
公式チャンネル 

「議会大口町」 
①

②

③

④

⑤

⑥ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

（○＝賛成　　×＝反対）※議長は採決に加わらないため空欄。 
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下
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会

設
置
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例
の
制
定
 

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
の
討
論
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
 

吉
田
　
正
 

　
下
水
道
事
業
が
赤
字
に
な

る
こ
と
は
当
初
か
ら
言
わ
れ

て
い
た
。
突
然
、
経
営
と
い

う
概
念
が
持
ち
込
ま
れ
て
も

違
和
感
が
あ
り
、
今
に
な
っ

て
審
議
す
る
の
は
遅
す
ぎ
る
。
 

　
ま
た
、
審
議
会
の
人
選
で

は
一
般
公
募
も
し
て
住
民
の

理
解
を
深
め
る
努
力
を
す
べ

き
。
 

 

船
戸
光
夫
 

　
利
用
者
の
生
活
に
直
結
す

る
も
の
で
、
審
議
会
を
設
置

す
る
こ
と
は
重
要
。
 

　
委
員
は
、
住
民
の
代
表
、

各
種
団
体
か
ら
の
推
薦
を
受

け
た
者
、
専
門
知
識
を
有
す

る
者
で
構
成
さ
れ
る
が
、
住

民
の
代
表
は
町
内
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
、
3
つ
の
地
域

自
治
組
織
か
ら
選
任
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
、
広
く
住
民
の

声
を
聞
く
こ
と
も
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
。
 

反
対
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論
 

賛
成
討
論
 

②
国
保
税
条
例
の
一
部
改
正
 

江
幡
満
世
志
 

　
本
町
は
様
々
な
要
因
で
県

内
で
も
保
険
税
が
高
い
。
国

は
法
定
外
一
般
会
計
繰
入
金

を
無
く
し
、
課
税
・
徴
収
強

化
を
求
め
て
い
る
。
 

　
今
後
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
移
行
す
る
加
入
者
が

増
加
す
れ
ば
法
定
外
一
般
会

計
繰
入
金
で
の
維
持
が
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
 

　
値
上
げ
の
道
を
断
ち
切
り

値
下
げ
の
実
現
を
。
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国
保
税
の
税
率
は
、
で
き

る
限
り
被
保
険
者
の
負
担
を

抑
え
な
が
ら
段
階
的
に
改
定

さ
れ
て
い
る
。
 

　
今
回
の
改
正
も
被
保
険
者

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
配
慮
し
、
保

険
税
の
上
昇
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
 

　
今
後
の
安
定
し
た
運
営
を

踏
ま
え
る
と
必
要
な
改
正
。
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予
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り
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と
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③
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同
様
の
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。
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。
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の
負
担
は
や
む
を
得
な

い
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

④
3
年
度
一
般
会
計
予
算
 

吉
田
　
正
 

　
固
定
資
産
税
納
期
前
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金
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度
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間
2
6
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で
廃
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金
の
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ビ
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で
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手
数
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加
し
て
い
る
。
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性
よ

り
税
金
が
割
引
さ
れ
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方
が
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れ
る
の
で
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か
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ま
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対
策

予
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で
中
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企
業
等
へ
の
支

援
に
関
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ア
ン
ケ
ー
ト
を
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が
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規
模
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業
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中
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企
業
全
体
を
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羅
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町
税
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入
の
大
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と
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う
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し
い
環
境
の
中
、
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総
合
計
画
中
間
見
直

し
で
整
理
さ
れ
た
進
捗
状
況

を
踏
ま
え
、
新
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に
見
え
た

課
題
や
ま
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の
将
来
像
実
現

に
向
け
、
町
長
の
施
政
方
針

に
従
っ
て
適
切
な
予
算
編
成

が
さ
れ
て
い
る
。
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下水道事業経営審議会設置条例の制定について 

国民健康保険税条例の一部改正について 

介護保険条例の一部改正について 

3年度　一般会計予算 

3年度　国民健康保険特別会計予算 

3年度　介護保険特別会計予算 

吉田 江幡 佐名 近藤 江口 船戸 酒井 岡 鈴木 大竹 伊藤 丹羽孝 丹羽勉 齊木 倉知 議　案　等　名　称 
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脳
検
査
の
補
助
取
り
止
め

は
疾
病
予
防
に
逆
行
。
医
療

費
抑
制
の
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に
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
全
体
性
の
重
視
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。
 

 

丹
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安
定
し
た
国
保
運
営
の
た

め
に
税
率
の
見
直
し
は
必
要
。
 

　
県
納
付
金
の
財
源
不
足
は

財
政
調
整
基
金
等
で
補
い
、

被
保
険
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
も

配
慮
。
保
険
財
政
安
定
化
の

意
図
も
読
み
取
れ
る
内
容
。
 

反
対
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討
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1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどう

なったかを調査しました。 

町政を問う 町政を問う 一
般
質
問 

ここが聞きた
い
!町政を問う 町政を問う 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

昨今、自治体でも小型二次電池
を回収する動きが広まりつつある。
本町でも回収できないか。 
 
準備が整い次第、資源リサイク
ルセンターで回収を始め、状況
を見ながら地区回収も検討。 
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夫
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和
2
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3
月
議
会
 

小型二次電池の回収を 
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ブレーキとアクセルの踏み間違い防止
のため、後付け安全運転支援装置の
設置に対して補助できないか。 
 
今年の1月に県から補助制度を設ける
という連絡があった。令和3年3月まで
の期間限定ということもあるが、国や
県と歩調を合わせ前向きに検討したい。 

丹
羽
　
勉
 

高齢ドライバーの事故防止 
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答 

2年8月から資源リサイクルセンターで、小型
充電式電池（ニカド電池、リチウムイオン電池、
ニッケル水素電池）の回収を始めた。 

質問者の満足度 処分に困っていた方たちも安
心して処分できるので、早速の
対応に感謝。地区別回収に際
しては安全面に十分ご留意を。 

検討の結果、2年度の単年度事業として補助を
始めた。国・県が補助事業の延長を決定したので、
3年度も補助制度を実施することにした。 

質問者の満足度 62件の利用があり、高
齢者の事故防止に寄与。
1年延長で、安心・安全
に貢献することを期待。 

こ
う
な
っ
た
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江口昌史 

酒井正宗 

丹羽　孝 

吉田　正 

江幡満世志 

佐名かよ子 

丹羽　勉 

新型コロナウイルス対策　窓口支払いのキャッシュレス化を 

町道整備　役場前線・小口線の進捗状況は 
五条川堤の桜の管理方法は 

物件費・補助費の見直しの方針は 
新一年生の安全な通学路対策を 

尾張北部環境組合用地問題　なぜ同意だけで入札を進めたのか 

学校給食費を無償に 
ユニットバス工事の助成を 

投票率向上に向けた新たな取組を 
食品ロス削減・生活困窮者支援　フードドライブの回数増を 
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え
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
 

　
今
後
の
安
定
し
た
運
営
を

踏
ま
え
る
と
必
要
な
改
正
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

⑥
3
年
度
介
護
特
会
予
算
 

江
幡
満
世
志
 

　
国
保
の
討
論
と
同
様
に
全

体
性
を
持
っ
た
予
算
を
。
 

　
コ
ロ
ナ
対
策
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
も
残
念
。
 

 

丹
羽
　
勉
 

　
③
と
同
様
の
趣
旨
で
賛
成
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

③
介
護
保
険
条
例
一
部
改
正
 

江
幡
満
世
志
 

　
保
険
料
の
多
段
階
化
に
は

賛
成
だ
が
、
基
準
額
を
上
げ

ず
に
改
定
で
き
な
か
っ
た
の

か
。
所
得
の
少
な
い
世
帯
は

多
い
世
帯
と
比
較
し
て
、
所

得
に
対
す
る
負
担
割
合
が
高

い
。
所
得
に
応
じ
た
公
平
な

保
険
料
改
定
を
。
 

 

丹
羽
　
勉
 

　
厳
し
い
財
政
状
況
と
大
き

く
変
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
、

持
続
可
能
な
介
護
保
険
事
業

を
運
営
す
る
た
め
に
、
あ
る

程
度
の
負
担
は
や
む
を
得
な

い
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

④
3
年
度
一
般
会
計
予
算
 

吉
田
　
正
 

　
固
定
資
産
税
納
期
前
納
報

奨
金
制
度
は
年
間
2
6
0
0

万
円
か
か
る
の
で
廃
止
さ
れ

た
が
、
税
金
の
コ
ン
ビ
ニ
納

付
等
で
負
担
す
る
手
数
料
は

増
加
し
て
い
る
。
利
便
性
よ

り
税
金
が
割
引
さ
れ
る
方
が

喜
ば
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
 

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

予
算
で
中
小
企
業
等
へ
の
支

援
に
関
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
が
、
小
規
模
企
業
、

中
小
企
業
全
体
を
網
羅
し
て

い
な
い
こ
と
は
残
念
。
 

 

丹
羽
　
孝
 

　
町
税
収
入
の
大
幅
な
減
少

と
い
う
厳
し
い
環
境
の
中
、

第
7
次
総
合
計
画
中
間
見
直

し
で
整
理
さ
れ
た
進
捗
状
況

を
踏
ま
え
、
新
た
に
見
え
た

課
題
や
ま
ち
の
将
来
像
実
現

に
向
け
、
町
長
の
施
政
方
針

に
従
っ
て
適
切
な
予
算
編
成

が
さ
れ
て
い
る
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

下水道事業経営審議会設置条例の制定について 

国民健康保険税条例の一部改正について 

介護保険条例の一部改正について 

3年度　一般会計予算 

3年度　国民健康保険特別会計予算 

3年度　介護保険特別会計予算 

吉田 江幡 佐名 近藤 江口 船戸 酒井 岡 鈴木 大竹 伊藤 丹羽孝 丹羽勉 齊木 倉知 議　案　等　名　称 

⑤
3
年
度
国
保
特
会
予
算
 

江
幡
満
世
志
 

　
脳
検
査
の
補
助
取
り
止
め

は
疾
病
予
防
に
逆
行
。
医
療

費
抑
制
の
た
め
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
全
体
性
の
重
視

を
。
 

 

丹
羽
　
勉
 

　
安
定
し
た
国
保
運
営
の
た

め
に
税
率
の
見
直
し
は
必
要
。
 

　
県
納
付
金
の
財
源
不
足
は

財
政
調
整
基
金
等
で
補
い
、

被
保
険
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
も

配
慮
。
保
険
財
政
安
定
化
の

意
図
も
読
み
取
れ
る
内
容
。
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

にっこり 

にっこり 
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一
　
般 

質
　
問 

江

口

昌

史

 

一
　
般 

質
　
問 

酒

井

正

宗

 

五
条
川
堤
の
桜
の
管
理
方
法
は
 

部
長 

大
口
町
N
P
O
登
録
団
体
が
協
力 

行
政
窓
口
で
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
を
望
む
声

が
あ
る
。
各
種
証
明
書
等
の

手
数
料
の
支
払
い
に
電
子
マ

ネ
ー
等
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
を
導
入
し
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
で
き
な
い

か
。
 

 

令
和
3
年
4
月

よ
り
固
定
資
産

税
等
の
納
付
通
知
書
に
よ
る

支
払
い
は
ス
マ
ホ
決
済
を
導

入
予
定
。
 

　
窓
口
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
に
つ
い
て
は
、
先
進

自
治
体
の
状
況
等
を
参
考
に

し
な
が
ら
調
査
・
研
究
し
、

導
入
の
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。
 

 

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
収
入
が
少
な

い
子
育
て
世
帯
の
生
活
が
厳

し
い
と
い
う
話
し
を
耳
に
す

る
。
 

　
町
内
で
利
用
で
き
る
、
購

入
負
担
金
な
し
の
「
思
い
や

り
商
品
券
」
を
住
民
税
非
課

税
の
子
育
て
世
帯
に
配
布
で

き
な
い
か
。
 

 

3
年
度
は
既

存
事
業
を
見

直
し
、
ひ
と
り
親
世
帯
等
に

重
点
を
置
い
た
支
援
を
し
て

い
く
よ
う
に
社
会
福
祉
協
議

会
と
一
緒
に
検
討
し
て
い
き

た
い
。
 

　
特
に
ひ
と
り
親
世
帯
は
、

夏
休
み
や
年
越
し
、
新
年
度

を
迎
え
る
時
期
に
支
援
が
必

要
な
た
め
、
分
散
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
 

 

不
要
な
接
触
を
避
け
る

た
め
に
も
学
校
の
欠
席

連
絡
を
、
現
在
の
連
絡
帳
で

は
な
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
保
護

者
と
先
生
の
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。
 

 

S
N
S
の
活

用
を
と
い
っ

た
意
見
が
あ
る
こ
と
や
、
そ

の
有
効
性
も
認
識
し
て
お
り
、

内
部
的
に
調
査
も
行
っ
て
い

る
。
 

　
保
護
者
と
教
職
員
、
そ
れ

ぞ
れ
の
負
荷
が
減
ら
せ
る
よ

う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討

し
、
関
係
者
間
で
合
意
形
成

を
図
り
改
善
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。
 

問 
問 

問 

健
康
福
祉
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

総
務
部
長 

現
在
の
五
条
川
堤
の
桜

の
本
数
は
。
 

 

平
成
29
年
3
月

で
1
7
7
8
本
、

2
年
3
月
で
1
6
2
8
本
。
 

倒
木
等
で
毎
年
平
均
50
本
程

度
減
っ
て
い
る
。
 

 

お
お
ぐ
ち
観
鋭
桜
の
捕

植
状
況
は
。
 

 

2
年
度
は
多
世

代
が
集
う
憩
い

広
場
を
中
心
に
、
約
20
本
の

捕
植
を
計
画
。
 

　
元
年
度
の
8
本
と
合
わ
せ
、

約
28
本
に
な
る
予
定
。
 

 

五
条
川
堤
の
桜
の
管
理

方
法
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
か
。
 

 

五
条
川
桜
保
存

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
と
し
て
、
大
口
町
N
P
 

O
登
録
団
体
に
捕
植
木
の
管

理
、
施
肥
、
間
伐
を
協
働
委

託
し
、
下
草
の
除
去
は
、
各

地
域
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て

頂
い
て
い
る
。
 

問 問 

問 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

全
国
的
に
介
護
施
設
で

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し

て
い
る
。
 

　
本
町
で
行
っ
て
い
る
P
C
 

R
検
査
の
助
成
事
業
で
、
介

護
施
設
や
福
祉
施
設
に
従
事

し
て
い
る
職
員
に
対
し
て
も

助
成
で
き
な
い
か
。
 

 

国
か
ら
の
要

請
も
あ
り
、

県
で
は
衛
生
研
究
所
の
人
材

育
成
や
P
C
R
検
査
機
器
や

実
施
場
所
を
増
や
す
等
、
一

日
の
検
査
能
力
を
上
げ
て
い

る
。
 

問 健
康
福
祉
部
長 

両
町
道
の
工
事
進
捗
状

況
は
。
 

 

役
場
前
線
は
3

年
度
に
90
m
の

整
備
が
終
わ
れ
ば
小
口
線
と

の
交
差
点
部
を
残
す
の
み
。
 

　
小
口
線
は
下
小
口
三
丁
目

交
差
点
か
ら
4
5
0
m
を
3

年
度
か
ら
整
備
に
着
手
し
、

5
年
度
の
完
成
を
見
込
む
。
 

 

両
町
道
接
続
部
北
側
の

町
道
が
一
方
通
行
と
聞

い
て
い
る
が
、
近
隣
住
民
へ

の
周
知
は
。
 

 

道
路
規
制
に
つ

い
て
は
、
公
安

委
員
会
と
協
議
の
結
果
で
、

近
隣
住
民
に
は
事
前
に
説
明

し
、
整
備
へ
の
理
解
を
頂
い

て
い
る
。
 

問 

問 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

証明書等の手数料の支
払いにPayPayが利用
できる市町村もあります 

台風により倒れて処理される五条川の桜
の様子（右側写真）。切り株を伐根後は、き
れいに整地されました（左側写真）（下小
口地内） 

アプリの活用で保護者と教職員の
負担軽減を 

令和3年3月定例会 
一般質問（酒井議員） 

令和3年3月定例会 
一般質問（江口議員） 

役場前線・小口線の進捗状況は 
部長 5年度の完成を見込む 

町道整備 窓
口
支
払
い
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
 

総
務
部
長 
先
進
自
治
体
を
参
考
に
検
討 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策 

せ
 

ひ
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住
民
へ

の
周
知
は
。
 

 

道
路
規
制
に
つ

い
て
は
、
公
安

委
員
会
と
協
議
の
結
果
で
、

近
隣
住
民
に
は
事
前
に
説
明

し
、
整
備
へ
の
理
解
を
頂
い

て
い
る
。
 

問 

問 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

証明書等の手数料の支
払いにPayPayが利用
できる市町村もあります 

台風により倒れて処理される五条川の桜
の様子（右側写真）。切り株を伐根後は、き
れいに整地されました（左側写真）（下小
口地内） 

アプリの活用で保護者と教職員の
負担軽減を 

令和3年3月定例会 
一般質問（酒井議員） 

令和3年3月定例会 
一般質問（江口議員） 

役場前線・小口線の進捗状況は 
部長 5年度の完成を見込む 

町道整備 窓
口
支
払
い
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
 

総
務
部
長 

先
進
自
治
体
を
参
考
に
検
討 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策 

せ
 

ひ
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一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

孝

 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

なぜ同意だけで入札を進めたのか 
部長 早期の供用開始に向けて必要だった 

尾張北部環境組合用地問題 予
算
の
概
要
で
は
物
件

費
・
補
助
費
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
の
で
経
費

の
抑
制
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
見
直
し
に
つ
い
て
町
長
の

基
本
方
針
は
。
 

 

政
策
的
経
費
に

財
源
を
重
点
的

に
配
分
す
る
た
め
に
は
、
物

件
費
等
の
経
常
的
経
費
の
削

減
や
既
存
事
業
の
見
直
し
を

行
い
、
新
規
事
業
で
増
額
す

る
場
合
は
既
存
事
業
も
見
直

す
。
 

　
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
は
し
っ
か
り
と
実
施
し
、

抑
え
る
も
の
は
抑
え
る
、
継

続
が
必
要
な
も
の
は
継
続

す
る
と
い
う
基
本
的
な
考

え
で
町
政
運
営
に
臨
ん
で

い
る
。
 

問 総
務
部
長 

2
月
8
日
の
組
合
議
会

の
前
の
週
に
、
一
部
の

江
南
市
議
と
問
題
の
土
地
を

所
有
す
る
3
者
が
懇
談
さ
れ

た
と
聞
い
て
い
る
。
組
合
の

事
務
局
長
が
参
加
さ
れ
、
町

に
も
報
告
が
あ
っ
た
と
思
う

が
、
そ
の
内
容
は
。
ま
た
、

そ
の
主
催
者
は
誰
か
。
 

 

過
去
の
経
緯
、

現
状
、
将
来

と
い
う
テ
ー
マ
で
3
人
の
地

権
者
か
ら
話
が
あ
り
、
詳
細

に
つ
い
て
は
、
主
催
者
に
直

接
確
認
し
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
。
 

　
会
合
の
案
内
は
江
南
市
議

会
の
大
藪
議
員
か
ら
声
が
か

か
り
、
当
日
も
大
藪
議
員
が

進
行
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
、

大
藪
議
員
に
確
認
し
て
も
ら

え
れ
ば
と
の
こ
と
。
 

問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

通
学
路
改
善
要
望
箇
所

と
そ
の
対
策
は
。
 

 

例
年
7
・
8

月
に
P
T
A

役
員
等
の
協
力
で
通
学
路
危

険
箇
所
を
ま
と
め
て
い
る
。

今
年
度
は
南
小
12
か
所
、
北

小
13
か
所
、
西
小
11
か
所
、

大
中
4
か
所
を
把
握
。
そ
れ

ら
の
情
報
を
町
や
県
の
関
係

機
関
と
共
有
し
、
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
や
注
意
喚
起
の
看
板

設
置
等
の
対
策
を
取
っ
て
い

る
。
 

 

上
小
口
で
は
4
月
か
ら

50
人
ほ
ど
が
新
一
年
生

と
な
り
、
1
・
2
年
生
合
計

で
80
人
ほ
ど
に
な
る
。
通
学

路
沿
い
の
道
路
は
車
の
走
行

も
多
く
、
特
に
低
学
年
だ
け

の
下
校
が
心
配
だ
が
安
全
な

登
下
校
対
策
は
。
 

 

4
月
始
業
式

の
下
校
時
に

通
学
班
担
当
者
引
率
で
全
校

集
団
下
校
を
実
施
。
ま
た
、

新
学
期
が
始
ま
っ
て
危
険
箇

所
の
確
認
を
兼
ね
た
通
学
路

点
検
、
登
下
校
交
通
安
全
指

導
を
行
う
。
 

問 

問 生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

用
地
確
保
が
前
提
に
も

関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
用

地
売
買
の
同
意
だ
け
で
、
建

設
・
維
持
管
理
に
わ
た
る

4
2
9
億
円
も
の
予
定
価
格

の
入
札
が
進
め
ら
れ
た
の
か
。
 

 

一
般
的
に
は

用
地
の
確
保

が
前
提
だ
が
、
現
在
の
ご
み

処
理
施
設
は
県
内
で
も
か
な

り
古
い
た
め
、
新
し
い
焼
却

施
設
を
令
和
7
年
度
に
供
用

開
始
し
た
い
と
い
う
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
は
、
あ
る
程
度
用

地
取
得
の
目
途
が
立
っ
た
段

階
で
平
行
し
て
入
札
を
進
め

る
必
要
が
あ
っ
た
。
入
札
を

進
め
た
時
点
で
は
用
地
確
保

の
目
途
が
立
っ
て
い
た
。
 

 

問
題
の
土
地
は
3
筆
あ

り
、
こ
れ
ら
に
共
通
す

る
の
は
「
所
有
者
は
建
設
会

社
」、「
新
ご
み
処
理
施
設
の

出
入
り
口
に
あ
た
る
土
地
」

と
い
う
こ
と
。
う
ち
2
筆
は

組
合
が
購
入
す
る
測
量
に
も

立
ち
会
っ
て
い
た
の
に
建
設

会
社
間
で
売
買
に
よ
る
所
有

権
移
転
が
さ
れ
て
い
る
。
 

　
組
合
が
購
入
す
る
意
思
を

は
っ
き
り
示
し
て
い
た
の
に
、

元
年
12
月
か
ら
2
年
1
月
に

か
け
て
売
買
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。
 

 

組
合
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、

同
意
書
の
中
に
当
該
土
地
を

第
三
者
に
譲
渡
す
る
場
合
は

組
合
に
通
知
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
3
筆
に
つ

い
て
も
事
前
に
所
有
権
移
転

す
る
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
。
 

問 

問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

車と並行しての通学（万願寺橋手前） 

「令和3年度　歳入歳出予算の概要」より抜粋 

新ごみ処理施設建設予定地の3筆の土地の位置図 

新一年生の安全な通学路対策を 
部長 通学路点検、交通安全指導を行う 

物
件
費
・
補
助
費
の
見
直
し
の
方
針
は
 

部
長 
政
策
的
経
費
に
財
源
を
重
点
配
分 

令和3年3月定例会 
一般質問（吉田議員） 

令和3年3月定例会 
一般質問（丹羽孝議員） 
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。
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。
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す
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を
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、
新
規
事
業
で
増
額
す

る
場
合
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、
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で
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2
月
8
日
の
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合
議
会

の
前
の
週
に
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一
部
の

江
南
市
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と
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の
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地
を

所
有
す
る
3
者
が
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談
さ
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た
と
聞
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る
。
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合
の

事
務
局
長
が
参
加
さ
れ
、
町

に
も
報
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が
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た
と
思
う

が
、
そ
の
内
容
は
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ま
た
、

そ
の
主
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者
は
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か
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過
去
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緯
、

現
状
、
将
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い
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人
の
地

権
者
か
ら
話
が
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、
主
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者
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の
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内
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会
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、
当
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進
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一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

一
　
般 

質
　
問 

佐
名
か
よ
子 

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
回
数
増
を
 

部
長 

住
民
の
機
運
が
高
ま
れ
ば
検
討 

食
品
ロ
ス
削
減
・
生
活
困
窮
者
支
援 

投票率向上に向けた新たな取組を 
部長 地道に投票を呼び掛けていく 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
変
則
的

な
授
業
に
よ
り
、
昨
年

は
一
時
期
無
償
化
に
し
た
が
、

今
後
も
無
償
化
で
き
な
い
か
。
 

 

無
償
化
を
検

討
し
た
頃
の

法
人
町
民
税
率
は
12
・
3
%

で
、
こ
れ
が
安
定
的
に
入
れ

ば
半
額
補
助
な
ら
継
続
で
き

る
だ
ろ
う
と
判
断
し
て
始
め

た
。
 

　
こ
れ
が
現
在
の
6
%
ま
で

下
が
る
こ
と
は
想
定
し
て
お

ら
ず
、
限
ら
れ
た
財
源
を
ど

う
使
う
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
と
現
状
の
半
額
補
助
を
継

続
す
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
。
 

 

税
収
が
減
少
す
る
中
で

実
施
し
て
い
る
こ
と
は

理
解
し
て
い
る
。
就
学
援
助

の
基
準
枠
の
拡
大
を
検
討
で

き
な
い
か
。
 

 

生
活
を
守
る
、

支
え
る
と
い

う
こ
と
は
十
分
意
識
と
し
て

は
あ
る
が
、
一
方
で
継
続
性

も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

　
一
旦
、
他
の
施
策
と
同
列

で
考
え
る
と
思
う
が
、
そ
の

時
に
限
ら
れ
た
財
源
で
何
を

選
択
す
る
か
、
今
後
の
検
討

の
中
で
、
そ
れ
は
あ
り
う
る

か
も
し
れ
な
い
。
 

問 

問 生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

食
品
ロ
ス
削
減
の
観
点

か
ら
行
っ
て
い
る
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
で
集
め
ら
れ
た

食
品
は
、
ど
の
よ
う
に
有
効

利
用
し
て
い
る
の
か
。
 

 

令
和
元
年
度

は
76
人
の
方

か
ら
6
7
6
点
の
食
品
を
預

か
り
、
N
P
O
法
人
セ
カ
ン

ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
名
古
屋
に
寄

付
し
た
。
 

　
ま
た
、
2
年
度
は
43
人
の

方
か
ら
3
6
8
点
の
食
品
を

預
か
り
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
他
2
団
体
に
寄
付
し
た
。
 

 

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
食

品
ロ
ス
削
減
と
生
活
困

窮
者
支
援
に
繋
が
っ
て
い
る
。

実
施
回
数
を
増
や
し
て
は
。
 

 

ま
ず
は
、
こ

の
活
動
の
住

民
へ
の
周
知
か
ら
進
め
る
。
 

　
今
後
、
そ
の
機
運
が
高
ま

れ
ば
開
催
回
数
を
増
や
す
検

討
を
し
た
い
。
 

 

理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
の
開
催
結
果
を
S
N
S
等

で
広
く
公
開
し
、
P
R
チ
ラ

シ
に
は
S
D
G
s
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
を
入
れ
ら
れ
な
い
か
。
 

 

ま
ず
は
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
公
開
し
た
い
。
 

　
P
R
チ
ラ
シ
に
は
、
S
D
 

G
s
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
入
れ

て
P
R
を
行
っ
て
い
く
。
 

問 

問 問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

高
齢
者
福
祉
施
策
の
見

直
し
で
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ

ス
工
事
を
対
象
か
ら
除
外
し

た
が
、
新
た
な
助
成
制
度
を

つ
く
り
、
必
要
な
世
帯
に
提

供
で
き
な
い
か
。
 

 

要
支
援
・
要

介
護
認
定
者

が
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
生

活
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
段

差
解
消
等
住
宅
改
修
に
掛
か

る
費
用
が
介
護
保
険
制
度
の

対
象
工
事
費
を
越
え
た
場
合

に
町
が
独
自
で
上
乗
せ
し
て

い
る
。
 

　
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者

は
、
入
浴
時
の
安
全
性
を
考

慮
し
て
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
利

用
時
に
入
浴
を
済
ま
せ
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム

性
が
高
い
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
へ

の
改
修
は
対
象
か
ら
除
外
し

た
。
 

 

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
の
改
修

を
除
外
す
る
こ
と
で
、

こ
の
介
護
保
険
制
度
は
利
用

で
き
な
く
な
る
の
か
。
 

 

町
独
自
施
策

で
あ
り
、
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
単
独
で
は
対
象

と
し
な
い
と
い
う
こ
と
。
 

 

二
世
帯
住
宅
等
で
在
宅

介
護
し
て
お
り
、
段
差

解
消
等
の
他
に
浴
槽
そ
の
も

の
を
直
し
た
い
場
合
も
対
象

と
な
ら
な
い
の
か
。
 

 

も
と
も
と
介

護
保
険
の
適

用
に
な
る
住
宅
改
修
に
は
制

限
が
あ
る
。
 

　
お
風
呂
の
場
合
は
、
段
差

解
消
や
扉
を
開
け
や
す
く
す

る
と
い
っ
た
も
の
は
対
象
に

な
る
が
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
そ

の
も
の
は
対
象
に
な
っ
て
い

な
い
。
 

問 

問 問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

投
票
率
向
上
に
努
め
て

い
る
こ
と
は
。
 

 

選
挙
期
間
中
の

啓
発
活
動
で
は
、

庁
舎
に
懸
垂
幕
の
設
置
、
公

用
車
に
投
票
日
を
記
し
た
マ

グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
の
貼

付
、
広
報
無
線
で
の
呼
び
か

け
等
を
実
施
。
 

 

投
票
率
向
上
の
年
代
別
、

投
票
区
別
の
統
計
は
と

っ
て
い
る
の
か
。
 

 

選
挙
ご
と
に
投

票
区
別
、
男
女

別
の
投
票
者
数
・
投
票
率
は

把
握
し
て
い
る
。
期
日
前
投

票
で
は
年
代
別
の
把
握
も
可

能
だ
が
分
析
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
 

 

若
年
層
へ
の
主
権
者
教

育
も
大
事
。
本
町
で
は

過
去
に
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ

ー
の
講
座
を
開
催
し
た
と
の

こ
と
。
今
後
の
投
票
率
を
上

げ
る
た
め
に
も
、
新
た
な
取

組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。
 

 

出
前
講
座
は
な

か
な
か
実
施
で

き
な
い
の
が
現
状
。
繰
り
返

し
に
な
る
が
、
懸
垂
幕
の
設

置
、
公
用
車
へ
の
啓
発
ス
テ

ッ
カ
ー
の
貼
付
、
広
報
無
線

で
の
呼
び
か
け
等
に
よ
り
、

地
道
に
投
票
を
呼
び
掛
け
た

い
。
 

問 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

役場で実施した際に集まった食品 

選挙の際はぜひ投票に！ 

ユニットバス工事の助成を 
部長 リフォーム性が高いのでできない 

学
校
給
食
費
を
無
償
に
 

部
長 
半
額
補
助
の
継
続
が
精
い
っ
ぱ
い 
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一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

一
　
般 

質
　
問 

佐
名
か
よ
子 

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
回
数
増
を
 

部
長 

住
民
の
機
運
が
高
ま
れ
ば
検
討 

食
品
ロ
ス
削
減
・
生
活
困
窮
者
支
援 

投票率向上に向けた新たな取組を 
部長 地道に投票を呼び掛けていく 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
変
則
的

な
授
業
に
よ
り
、
昨
年

は
一
時
期
無
償
化
に
し
た
が
、

今
後
も
無
償
化
で
き
な
い
か
。
 

 

無
償
化
を
検

討
し
た
頃
の

法
人
町
民
税
率
は
12
・
3
%

で
、
こ
れ
が
安
定
的
に
入
れ

ば
半
額
補
助
な
ら
継
続
で
き

る
だ
ろ
う
と
判
断
し
て
始
め

た
。
 

　
こ
れ
が
現
在
の
6
%
ま
で

下
が
る
こ
と
は
想
定
し
て
お

ら
ず
、
限
ら
れ
た
財
源
を
ど

う
使
う
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
と
現
状
の
半
額
補
助
を
継

続
す
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
。
 

 

税
収
が
減
少
す
る
中
で

実
施
し
て
い
る
こ
と
は

理
解
し
て
い
る
。
就
学
援
助

の
基
準
枠
の
拡
大
を
検
討
で

き
な
い
か
。
 

 

生
活
を
守
る
、

支
え
る
と
い

う
こ
と
は
十
分
意
識
と
し
て

は
あ
る
が
、
一
方
で
継
続
性

も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

　
一
旦
、
他
の
施
策
と
同
列

で
考
え
る
と
思
う
が
、
そ
の

時
に
限
ら
れ
た
財
源
で
何
を

選
択
す
る
か
、
今
後
の
検
討

の
中
で
、
そ
れ
は
あ
り
う
る

か
も
し
れ
な
い
。
 

問 

問 生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

食
品
ロ
ス
削
減
の
観
点

か
ら
行
っ
て
い
る
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
で
集
め
ら
れ
た

食
品
は
、
ど
の
よ
う
に
有
効

利
用
し
て
い
る
の
か
。
 

 

令
和
元
年
度

は
76
人
の
方

か
ら
6
7
6
点
の
食
品
を
預

か
り
、
N
P
O
法
人
セ
カ
ン

ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
名
古
屋
に
寄

付
し
た
。
 

　
ま
た
、
2
年
度
は
43
人
の

方
か
ら
3
6
8
点
の
食
品
を

預
か
り
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
他
2
団
体
に
寄
付
し
た
。
 

 

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
食

品
ロ
ス
削
減
と
生
活
困

窮
者
支
援
に
繋
が
っ
て
い
る
。

実
施
回
数
を
増
や
し
て
は
。
 

 

ま
ず
は
、
こ

の
活
動
の
住

民
へ
の
周
知
か
ら
進
め
る
。
 

　
今
後
、
そ
の
機
運
が
高
ま

れ
ば
開
催
回
数
を
増
や
す
検

討
を
し
た
い
。
 

 

理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
の
開
催
結
果
を
S
N
S
等

で
広
く
公
開
し
、
P
R
チ
ラ

シ
に
は
S
D
G
s
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
を
入
れ
ら
れ
な
い
か
。
 

 

ま
ず
は
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
公
開
し
た
い
。
 

　
P
R
チ
ラ
シ
に
は
、
S
D
 

G
s
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
入
れ

て
P
R
を
行
っ
て
い
く
。
 

問 

問 問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

高
齢
者
福
祉
施
策
の
見

直
し
で
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ

ス
工
事
を
対
象
か
ら
除
外
し

た
が
、
新
た
な
助
成
制
度
を

つ
く
り
、
必
要
な
世
帯
に
提

供
で
き
な
い
か
。
 

 

要
支
援
・
要

介
護
認
定
者

が
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
生

活
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
段

差
解
消
等
住
宅
改
修
に
掛
か

る
費
用
が
介
護
保
険
制
度
の

対
象
工
事
費
を
越
え
た
場
合

に
町
が
独
自
で
上
乗
せ
し
て

い
る
。
 

　
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者

は
、
入
浴
時
の
安
全
性
を
考

慮
し
て
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
利

用
時
に
入
浴
を
済
ま
せ
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム

性
が
高
い
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
へ

の
改
修
は
対
象
か
ら
除
外
し

た
。
 

 

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
の
改
修

を
除
外
す
る
こ
と
で
、

こ
の
介
護
保
険
制
度
は
利
用

で
き
な
く
な
る
の
か
。
 

 

町
独
自
施
策

で
あ
り
、
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
単
独
で
は
対
象

と
し
な
い
と
い
う
こ
と
。
 

 

二
世
帯
住
宅
等
で
在
宅

介
護
し
て
お
り
、
段
差

解
消
等
の
他
に
浴
槽
そ
の
も

の
を
直
し
た
い
場
合
も
対
象

と
な
ら
な
い
の
か
。
 

 

も
と
も
と
介

護
保
険
の
適

用
に
な
る
住
宅
改
修
に
は
制

限
が
あ
る
。
 

　
お
風
呂
の
場
合
は
、
段
差

解
消
や
扉
を
開
け
や
す
く
す

る
と
い
っ
た
も
の
は
対
象
に

な
る
が
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
そ

の
も
の
は
対
象
に
な
っ
て
い

な
い
。
 

問 

問 問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

投
票
率
向
上
に
努
め
て

い
る
こ
と
は
。
 

 

選
挙
期
間
中
の

啓
発
活
動
で
は
、

庁
舎
に
懸
垂
幕
の
設
置
、
公

用
車
に
投
票
日
を
記
し
た
マ

グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
の
貼

付
、
広
報
無
線
で
の
呼
び
か

け
等
を
実
施
。
 

 

投
票
率
向
上
の
年
代
別
、

投
票
区
別
の
統
計
は
と

っ
て
い
る
の
か
。
 

 

選
挙
ご
と
に
投

票
区
別
、
男
女

別
の
投
票
者
数
・
投
票
率
は

把
握
し
て
い
る
。
期
日
前
投

票
で
は
年
代
別
の
把
握
も
可

能
だ
が
分
析
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
 

 

若
年
層
へ
の
主
権
者
教

育
も
大
事
。
本
町
で
は

過
去
に
選
挙
推
進
サ
ポ
ー
タ

ー
の
講
座
を
開
催
し
た
と
の

こ
と
。
今
後
の
投
票
率
を
上

げ
る
た
め
に
も
、
新
た
な
取

組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。
 

 

出
前
講
座
は
な

か
な
か
実
施
で

き
な
い
の
が
現
状
。
繰
り
返

し
に
な
る
が
、
懸
垂
幕
の
設

置
、
公
用
車
へ
の
啓
発
ス
テ

ッ
カ
ー
の
貼
付
、
広
報
無
線

で
の
呼
び
か
け
等
に
よ
り
、

地
道
に
投
票
を
呼
び
掛
け
た

い
。
 

問 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

役場で実施した際に集まった食品 

選挙の際はぜひ投票に！ 

ユニットバス工事の助成を 
部長 リフォーム性が高いのでできない 

学
校
給
食
費
を
無
償
に
 

部
長 

半
額
補
助
の
継
続
が
精
い
っ
ぱ
い 
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令
和
3
年
1
月
20
日
、
町

内
を
流
れ
る
五
条
川
と
合
瀬

川
が
合
流
す
る
合
瀬
川
下
流

に
架
か
る
柿
野
橋
（
町
道
野

合
線
）
掛
架
替
工
事
現
場
を
、

2
月
19
日
に
は
青
木
川
放
水

路
の
工
事
現
場
を
文
教
福
祉

常
任
委
員
会
と
合
同
で
視
察

し
ま
し
た
。
 

　
工
事
前
は
橋
の
幅
が
狭
く
、

車
の
す
れ
違
い
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
な
か
っ
た
た
め
混
雑

の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
工
事
完
了
後
は
幅
も

広
が
る
た
め
、
通
行
も
ス
ム

ー
ズ
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
上
下
流
の
両
側
に
歩

道
が
設
け
ら
れ
る
た
め
、
歩

行
者
等
の
安
全
確
保
も
で
き

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
 

柿
野
橋
架
替
工
事
 

　
柿
野
橋
は
昭
和
40
年
に
建

設
さ
れ
て
以
来
、
56
年
が
経

過
し
て
い
ま
す
。
工
期
は
2

年
に
ま
た
が
り
、
今
回
は
上

部
工
の
パ
ネ
ル
組
み
立
て
と

架
設
工
事
を
視
察
し
ま
し
た
。
 

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
桁
製
品

納
入
の
遅
れ
も
重
な
り
、
工

事
の
完
了
ま
で
2
か
月
遅
れ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

青
木
川
放
水
路
工
事
 

　
青
木
川
は
氾
濫
し
た
木
曽

川
の
流
れ
の
後
に
形
成
さ
れ

た
小
派
川
の
一
つ
で
す
。
 

　
近
年
の
集
中
豪
雨
等
に
よ

る
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
お

り
、
こ
う
し
た
浸
水
被
害
か

ら
地
域
を
守
る
目
的
で
工
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
工
事
の
概
要
は
、
奈
良
子

川
か
ら
昭
和
川
の
区
間
の
地

下
10
m
の
所
に
、
非
開
削
工

法
で
直
径
2
・
75
m
、
工
事

延
長
6
7
9
m
の
地
下
放
水

路
を
造
る
工
事
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
説
明
で
聞
く
こ
と
、
見
る

こ
と
す
べ
て
が
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
な
こ
と
ば
か
り
で
、
驚

き
と
感
動
の
視
察
で
し
た
。
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後
に
策
定
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た
の
は

ど
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し
て
か
。
 

 

平
成
19
年
に
国

家
公
務
員
に
人

事
評
価
制
度
が
導
入
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
将
来
的
に
地

方
公
務
員
に
も
導
入
さ
れ
る

こ
と
を
想
定
し
、
そ
の
評
価

の
基
礎
と
な
る
方
針
を
策
定

す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

21
年
に
策
定
し
た
。
 

 

人
を
育
て
る
職
場
環
境

づ
く
り
の
取
組
み
は
。
 

 

新
規
採
用
職
員
は
、

入
庁
後
3
カ
月

間
政
策
推
進
課
に
配
置
さ
れ
、

研
修
受
講
や
他
課
へ
出
向
い

て
様
々
な
業
務
を
体
験
す
る

こ
と
で
、
幅
広
い
知
識
を
習

得
で
き
る
機
会
を
設
け
て
い

る
。
 

　
ま
た
、
こ
の
取
組
み
を
通

し
て
先
輩
職
員
は
後
輩
職
員

に
指
導
す
る
に
あ
た
り
、
知

識
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
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を
育
て
る
人
事
管
理

の
取
組
み
は
。
 

 

窓
口
部
門
、
管

理
部
門
等
の
異

な
る
分
野
を
経
験
で
き
る
よ

う
に
し
、
業
務
を
通
し
て
能

力
開
発
を
行
う
と
同
時
に
職

員
の
適
性
を
見
出
し
、
計
画

的
な
人
員
配
置
に
つ
な
げ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
 

 

人
を
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て
る
仕
事
の
進

め
方
の
取
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み
は
。
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事
評
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度

を
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用
し
た
面

談
や
、
日
常
業
務
の
進
捗
状

況
の
報
告
や
相
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等
を
通
じ

て
助
言
や
指
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で
き
る
体
制

が
人
を
育
て
て
い
く
に
は
必

要
不
可
欠
と
考
え
る
。
 

 

職
員
を
育
成
す
る
う
え

で
最
も
効
果
的
で
人
材

育
成
の
原
点
に
な
る
の
は
、

職
場
内
で
の
研
修
だ
と
思
う

が
、
そ
の
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り
組
み
は
。
 

 

随
時
、
時
代
の

要
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に
即
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た
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を
実
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し
、
職
員
の
能

力
向
上
を
図
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い
る
。
 

　
今
年
度
は
、
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等
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外
設
置
に
伴
い
、

全
職
員
を
対
象
に
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E
D
使

用
方
法
の
研
修
を
開
催
し
た
。
 

　
ま
た
、
障
が
い
者
活
躍
推

進
計
画
作
成
の
義
務
付
け
に

伴
い
、
障
が
い
の
あ
る
人
と

と
も
に
働
く
た
め
の
研
修
も

開
催
し
た
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一般質問（丹羽勉議員） 

【大口町の人材育成】 

人事評価 

研　修 人事管理 

組織力の 
パフォーマンス 

組織力の 
パフォーマンス 

クレーンで橋桁を吊り、組み立てていきます 

採掘された地下放水路内の様子。レールが敷かれ、土砂の運搬にトロッコが
用いられています 

柿野橋 

五条川 

大口北小学校 
国道41号 
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場
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至江南市 

放水路 
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よ
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発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

〒
480-0144 愛

知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
155番

地
 

T
EL（
0587）95-1702（

直
通
）　
 FA
X
 95-1454

令和3年度予算　過去最大級の税収減 
一　般　質　問 
「新型コロナウイルス対策　窓口支払いのキャッシュレス化を」 
「町道整備　役場前線・小口線の進捗状況は」 
「新一年生の安全な通学路対策を」　ほか 
新企画　まちかどインタビュー 

2 
8～14 
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議会だより 議会だより 

～大口町に期待することは？～ 
　まちかどインタビューでは、毎号2人の住民の方から「大口町に期待すること」について一言を書
いていただき、その思い（または理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議
会活動の参考にいたします。 

　子どもの欠席連絡にアプリを使うことで、保
護者から先生への連絡がスムーズになり、先生
の負担軽減にも繋がると思います。 

（ Sさん　余野地区 ） 

　子どもたちがグランドで野球などをして遊べ
るスペースが大屋敷地区にないので、のびのび
遊べる場所がほしいです。 

（ Iさん　大屋敷地区 ） 

表紙の写真 

春の嵐の翌日、気温も
夏日に迫る中、多くの方
が満開の桜並木の散策
を楽しむ姿が見られま
した（総合グラウンド北
側） 

会議録が閲覧できます 
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

6月定例会予定 
2日（水） 提案説明 
4日（金） 一般質問 
7日（月） 一般質問 
9日（水） 質疑 
10日（木） 質疑・委員会付託 
15日（火） 総務建設常任委員会 
16日（水） 文教福祉常任委員会 
23日（水） 討論・採決 
※日程は、変更になる場合があります。 
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長
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副
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孝

夫
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木

義

彦

 

大
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伸

一

 

発
行
責
任
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議
会
広
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員
会 

 

大口町議会 
ホームページ 
大口町議会 
ホームページ 

　新型コロナウイルス感染症対策のため傍聴をご遠慮いただく可能
性があります。その際は、Youtubeの大口町議会公式チャンネルに
て生中継を行います（※町ホームページ⇒町議会⇒お知らせ）。 
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。 

6月定例会の傍聴について ※委員会を除く 

月
定
例
会
 N
o.2
2
8

令
和
3
年
4
月
2
3
日
 

ま ち か ど イ ン タ ビ ュ ー 
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